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 2014（平成 26）年 2 月から 3 月にかけて実施した。 
３）対象 




























 図 1 は，子どもが新しく歌唱を獲得する際に，メロディーやリズムなどを習得するための導
入方法について質問した結果をまとめたものである。 
 「保育者が歌う」が 60％，「CD を流す」が 6％，「ピアノを弾く」が 24％，「その他」が 10％
であった。「その他」に関しては，「弾き歌い」や「CD をかけながら歌う」という回答が見られ
た。 





図 2 「子どもたちが新しい歌に対して興味・関心がもてるような方法」調査結果 
 
 図 2 は子どもが新しい歌に対して興味・関心がもてるようにするためにどのような導入方法
を行うかについて質問した結果をまとめたものである。 
 「絵本を読む」が 2％，「絵を見せる」が 20％，「手遊びをする」が 12％，「ペープサートを
する」が 18%，「ダンスをする」が 10％，「歌詞を読む」が 14％，「その他」が 24％であった。
「その他」に関しては，「歌詞カードを貼る」，「歌のイメージがわくような話をする」，「CD を
繰り返し流す」，「保育者が歌ってみる」などの回答があった。 


























図 3 メロディーやリズムを習得するための方法の年齢による比較 
 
 図 3 は，子どもが新しく歌唱を獲得する際に，メロディーやリズムなどを習得するための導
入方法について質問した結果を年齢別に比較してまとめたものである。 
 2 歳児では「保育者が歌う」が 7 名，3 歳児では「保育者が歌う」が 16 名，「CD を流す」が 1
名，「ピアノを弾く」「その他」が各 2 名，4 歳児では「保育者が歌う」が 7 名，「CD を流す」が
2 名，「ピアノを弾く」が 7 名，5 歳児では「保育者が歌う」7 名，「CD を流す」が 1 名，「ピア
ノを弾く」5 名，「その他」が 3 名という結果であった。 
図 3 から，2 歳児，3 歳児では「保育者が歌う」という回答が多いことがわかる。それに比べ
て，4 歳児，5 歳児では「ピアノを弾く」という方法を行っている保育者が，2 歳児や 3 歳児よ
りも多いことがわかる。これらのことから，年齢が低いほど，メロディーやリズムを習得する
ための方法として，範唱という方法をとっている保育者が多いことがいえる。 




































 図 4 は，子どもが新しい歌に対して興味・関心がもてるようにするためにどのような導入方
法を行うかについて質問した結果を年齢別に比較してまとめたものである。 
 各年齢で一番多い回答は，2 歳児では「ペープサートをする」が 3 名，3 歳児では「絵を見せ





 図 4 から，2 歳児，3 歳児では「絵を見せる」，「ペープサートをする」といった，絵を使って
視覚的に働きかけるものが多いことがわかる。それに対して，5 歳児では，「歌詞を読む」の回
答が 3 名あり，その他の内容にも，歌詞を貼ることや，話をすることが回答として出ているこ
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 2014（平成 26）年 9 月 30 日に実施した。 
３）対象 








たフィールドノートによる記録の 2 つである。ビデオカメラによる記録は，前方と後方の 2 方
向から，主に子どもの様子を記録するものが 1 台，全体及び保育者の様子を記録するものが 1





表 1 子どもたちがいが付きの栗を見たり，触ったりしたときの様子 
時間 保育者 子ども 















01:59 「触ってみたい。」（1 人） 













表 2 子どもたちが栗の実を見たときの様子 




















表 3 保育者がペープサートを使って話をしているときの様子 
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表 4 保育者が歌っているときの様子 






でいる）          
 








表 5 保育者と子どもたちが一緒に歌っているときの様子 
時間 保育者 子ども 
07:18 （前奏を弾き始める） （前奏に合わせて首を動かしたり，【くり
くり】と歌ったりしている） 





















表 6 動作をつけて歌っているときの様子 
時間 保育者 子ども 










10:01 （手拍子を 4 回する）   
10:04 【くーりくりくり】（ピアノを弾きながら）  
10:06 （手拍子を 4 回する）   
10:07 「最初，ごあいさつだね」   
10:09 【こんにちは】（おじぎをしながら） （【こんにちは】に合わせておじぎをする）
10:13 【くりくりくり】（ピアノを弾きながら） （少し遅れて，手拍子をする） 
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